
醗

灘
醸
蕾
究
藥
罵
買
九
十
脳
號

彙

報

礁欝
究義

瀧
潜

徳
義

概
裾

、

京
都
大
羅
文
學
部
癒
蘭
科
講
義
題
鷺

大由出あ大出山
島内内i’n島内内暫

欝歎歌聴講款教

師授授舗総旧記

一
昭
瀦
一
∵
↑
翫
聯
蹴
－

墨
．

一
二
の
鴛
學

轍
然
英
と
褒
衛
美

惣
磯
二
三
震
論
の
議
購
難

麟
墨
田
認
．
罐
の
縄
麗

哲
學
の
四
二
題

．
｛
’
7
9
訂
塁
”
も
Q
三
回
菱
蟹
↓
一
暮
◎
δ
臨
墾

囲
由
義
ユ
”
℃
薫
ヨ
○
彰
費
6
一
◎
讐
。
餌
3
φ
鉱
瓢
今
ψ

憶
想
享
年
の
刷
き
）

西
簿
忍
言
史

緯野高1．主i

中摺i．i肇三

教助教讃
　款
授蟹授授

鍋
由
敷
授

寅
代
鷺
懲
艦
上
講

串
櫓
三
三
鍵
縦
論

幾
世
哲
畢
莫
概
鎗

プ
ラ
ト
・
哲
轟
轟
磐
ア
呉
静
宴

哲
準
の
筆
立

距
二
龍
羨
醇
ぎ
覇
樋
O
o
二
期
ψ
ψ
び
題
ψ
（
前
解
題
の

綾
き
）

藏
欝

研瀞
撹義

蔽
・碧

購
凝
欝
究

溝
灘

濁

ゆ

鎖x野　　　　グ

寧　ワi．li

敏数講

疑授鶴

霧
敷
諺

数
授

義

多i、it　｝糞；

1．li　kll

助

裁
授

数

片．ab
’“”f’

捧

一

営

撫

齢

｛ハ

ﾆ

ダ
融
ル
ト
哲
學
研
究

眞
奨
…
ト
マ
ス
的
認
識
譲
－

寓
気
£
ご
嚇
、
o
設
置
蝕
3
〈
＝
γ
Z

一）

刀
B
三
2
琶
品
雪
も
段
。
ら
哩
再
置
9
哲
學
し

裁
糟
と
典
謳
）

．
編
，
7
9
∬
診
匂
。
　
6
2
ご
ヨ
。
㌶
簿
哩
倒
圃
拶
餅
二
も
弓
艸
？

ε
蓼
属
驚
黛
皆
聯
刷
。
脇
二
つ
（
離
學
年
の
緬
き
〉

、
嗣
’
一
．
δ
影
簿
切
”
○
飴
鐸
O
驚
…
9
瓢
笛
畠
の
く
鐙
課
舳
樹
8

ラ
テ
ン
語
交
法
（
「
哲
殿
礁
瀧
一
日
と
三
尊
｝
〕

三
三
驚
穴
篤
隻
（
（
ζ
旧
）
鷺
π
凶
誘
剛
径
｝
く
心
マ

ご
毎
款
隔
へ
繭
學
年
の
赴
き
）

ズ
醤
三
”
累
魯
弾
多
門
q
醜
8
認
π
葬
路
（
困
ρ
三
押

（
げ
鷺
竃
げ
◎
ξ
讐
零
げ
鶯
｝
¢
葉
Q
諸
捺
衝
滞
よ
9
）

　
卵
鹿
暫
學
契

松
尾
甥
教
授
印
度
哲
學
央

松
堪
助
敏
授
婆
伽
梵
激
の
哲
學
ハ
醗
學
年
の
腰
き
）

佐
保
紛
溝
鯖
歎
論
（
ω
蝕
β
配
ヴ
、
ρ
）
軍
議
の
趨
源

松
尾
，
、
助
数
綾
〆
，
碧
盤
纂
齢
貯
鳶
3
あ
鋤
汐
搾
剛
μ
｝
・
妻
戸
渇
く
鉱
へ
㌣

　
　
　
　
　
　
卿
§
隻
脚
（
鹸
一
転
の
堅
き
）

　
　
　
　
　
　
ω
即
（
碧
鐸
ヨ
μ
鳥
欝
”
く
翰
幽
9
、
拷
㌘
雛
鍵
瀞

　
支
紅
斑
螺
史

重
　
灘
敏
教
丈
鵬
翼
惣
史

餓
澤
駄
蟹
三
献
枇
縄
の
覇
紳

搬
漂
数
』
蕪
牡
輸
癒
典
・
ハ
鵠
畢
年
の
頴
き
）
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報

欝
義
欝
麗

藏
響

講
義

蕪
究

減
欝

島島保島下駕下黒下

麟

敬
授
激
授
欝
師
敬
繋

倫
縄
學
概
論

鋤
量
瓢
韓
の
倫
蝿

害
代
玄
茄
に
於
け
る
人
雛
説
の
籔
究

も◎

初
剌
m
ぎ
ぴ
脅
”
O
ρ
ψ
ノ
ノ
．
塗
2
μ
〔
ざ
コ
β
Q
霧
。
噺
ザ

鴻
ユ
搭
一
翼
孫
鍛
霧
胃

数
育
墨
・
数
擾
法

程本程鰺夷殺

講話講

授舗譲葉
鯵
．凝

数
育
醸
蝿
1
（
数
育
學
旧
邸
）

数
疑
心
縄
畢
（
醜
學
期
か
ら
）

敏
育
哲
雄
（
敬
育
の
人
悶
墨
的
叢
．
礎
）

教
育
濡
燕
H
へ
労
婆
キ
瀧
ラ
ム
）

殺
育
鯉
身
幅
雌
搬
ハ
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

教
駐
敬
授
法
（
融
窺
科
歎
授
法
）

O
謎
お
貿
懇
帆
影
。
馨
。
ρ
浮
轟
疑
炉
鰐
㌶
…
g

藏　欝欝肇　　　　量寅　籍欝
響　麗；護　　　　 マ1　究義

島保島島　八八八欠八矢灘黄央　燐i誼
　　　　　　　1鋸　照　 9｛i製

　麟　　強木木木露｛1木藩讃黄｛～露i～必　灘

敬欝激敬　欝欝縫貌1毒開講教歎　欝教
　　　理　　　　　　　 理
繋師授ぎ受　締鐵聾鰯熟！／il授隷援授　 緬授

攣教殺滋：敏数数法浮9害鋤倫攣外外心心知現心畢纏漢
ぎ霧代量縄 國爾秘画罷代理　語弊

難
縦
諭

心
算
學
の
諸
問
題

心
綴
愚
下
灘

蹴幽

?
級
、
賓
簸

．
學
勧
緻
糞
瞼

心
魂
學
簿
購
綾
（
上
級
）

心
蝿
學
欝
溝
譲
（
一
級
）

’

瀧三江
三碗葬

　跡

職
鷲

講
・議

長

爆佛

助

敏激
玉茎

’

察
　
敏

講
遮
武
内
助
教
繋

癖
寵
武
内
助
数
鼓

　
　
騰
灘
早
緑

溝
瓠
武
内
助
歎
凝

　言寅　欝鱗
　層　究震
姫臼江蕪ロ黛　井

醗芥藤井薄恥島

講数欝歎殺　敏
。締授舗授授　撮

斌　　欝1綴
1澱　　究二叢

井吉上弾弾　宋
島痢野島島葵永
教講談敏款學欝
　　　　　葵
授蜜蜂餐授衛繭

鍍畢叢叢鱗嚢攣ぎ難舞聾纏縫騨蕃輩災弊
雛
序

學
縦
譲

男
数
の
珈
憲
敏
塘
儲
愚
r
的
省
察

愚
見
の
斜
梶

。
ご
く
〇
二
霧
毎
薦
2
巳
）
費
（
蒙
筆
θ
ご
9

議
論
蝿
回
穿
篇
舷
婁
（
繭
墨
年
の
綾
き
）

鴎
翼
既
講
　
　
　
冗

酒
　
胃
写
く
．
置

滋
藤
の
併
究

一
毫
灘
崎
¢
諭
放

M
學
の
藩
闘
羅

臼
δ
び
戸
㌶
∴
○
り
8
…
o
｛
）
・
”
潜
、
7
握
学

搾
黛
も
α
8
ご
δ
3
・

浄
講
．
典
論

雄
欝
と
錦
数

に
お
け
る
慣
響
ネ
ス
ク
美
衛

ご
間
ゆ
…
｛
鐸
（
♂
門
¢
轟
愈
ジ
　
鳶
節
”

績
き
）

あ
諸
問
題

（
荊
學

　醸
　：曝

　芳
’琶
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蟹
學
慰
究
　
星
羅
響
九
十
撮
號

蜜寅　研欝　 言寅　醗
糟　究載　 饗　究

磨lk宥鋸　畳嶽山

黎燕賀賀藩尾本感

歎講教敏欝助講臨
書受嚢毒疑毯受激授爵謡曲

穴
鞭
爾
業
論
の
醗
撹

瀧
謙
磁
敬
眠
に
於
け
燈
諸
膚
題

撰
火
粟
懸

垂墓
．
轡
教
學
序
譲

勧
蠣
誌
～
督
猛
煙
に
於
け
燈
グ
ノ
ー
シ
ス
の
悶
題

盤
約
禦
．
欝
欝
究

乾
煎
麟
豹
嫁
比
の
研
究

藁
三
舎
の
薮
足

　
騎
後
押
に
凱
年
輪
灘
癒
し
た
が
，
　
一
野
淳
満
し
た
我
國
艦
尾
獅
究
も
漸

く
平
織
の
磁
疑
が
縫
え
は
じ
め
る
に
五
つ
翫
。
此
磁
に
美
及
び
熱
衛
を
欝

象
と
す
る
美
學
の
欝
究
も
諏
第
に
崇
重
と
な
り
、
濫
に
命
閥
は
じ
め
て
全

國
的
競
織
を
特
つ
一
置
美
罫
書
砿
が
破
歯
す
る
こ
と
と
な
っ
た
¢
そ
の
憾
質

上
多
戯
多
購
な
畜
労
野
を
持
つ
美
難
が
．
’
こ
れ
ま
で
続
一
的
☆
學
魯
授
特

丸
な
か
っ
た
こ
と
繧
、
醗
究
の
綜
膏
的
戒
果
を
不
疏
分
な
ら
し
め
て
み
た

こ
と
と
麟
｝
ひ
八
賀
せ
て
、
ま
こ
と
に
不
黒
熱
川
と
い
ふ
ほ
か
は
激
い
。
こ
の
鍬
・

倉
…
ほ
「
隷
旧
離
・
較
」
と
欝
惜
し
、
ひ
ろ
く
齢
翼
雛
に
騒
…
す
概
括
究
を
費
ひ
．
そ
の

登
鐙
噺
由
る
こ
と
を
鏑
的
と
す
為
。
二
業
と
し
て
は
聖
誕
誠
拶
鐵
緻
物
の

畿
行
、
緯
幹
・
欝
究
纏
鍵
・
公
郷
講
評
韓
の
闘
撮
、
貌
撃
そ
の
種
塞
學
會

の
鞍
的
を
蓬
浅
す
る
に
必
要
な
密
議
が
謎
’
げ
ら
漸
増
の
で
あ
る
が
、
臨
に

摯
禰
雑
誌
『
、
誕
學
鉱
第
～
號
、
鎧
一
…
號
が
醐
背
さ
れ
、
更
に
第
瓢
…
館
が
編

韓
漕
れ
つ
つ
あ
る
ゆ
後
來
と
か
く
分
敬
的
燭
あ
っ
激
腕
前
撚
㍑
憩
流
4
2
漁

穴
六

を
踏
饗
、
請
毅
の
カ
を
毅
激
し
て
、
辮
礁
の
　
一
縫
の
爽
濤
を
期
し
て
み

る
。
丸
め
に
揚
難
論
交
も
…
離
藪
術
學
・
輩
形
鑛
衝
諭
・
管
熱
川
學
・
交

撚
墨
・
灘
齢
諭
・
映
礎
譲
等
，
無
熱
な
範
幽
に
瓦
る
讐
で
あ
る
。

　
美
學
に
翻
す
る
響
兜
に
從
事
し
、
且
震
鼓
燃
の
承
認
鳶
癬
た
も
の
は
本

暫
愈
員
と
な
る
こ
と
が
出
触
る
。
後
銚
紋
日
闘
・
喚
員
・
幹
藤
砦
職
名
と

な
っ
て
を
り
、
徹
期
瓢
年
の
婁
穀
、
の
申
猛
り
瀦
懲
に
友
っ
て
．
「
名
が
選
出

さ
れ
、
本
韓
巻
代
澱
す
葛
。
　
一
般
事
務
臓
課
哀
大
學
突
難
郷
美
雛
欝
腕
寵

で
取
襲
は
れ
、
部
斡
と
し
て
絵
憲
轟
轟
曾
と
霞
目
蘇
州
と
が
差
等
り
設
け

ら
れ
て
を
り
、
撫
れ
そ
れ
銀
窟
大
學
喪
學
都
美
學
醗
麗
窯
、
窟
都
大
學
交

學
部
遮
墜
美
籍
史
響
麗
室
ぶ
寮
務
を
扱
っ
て
み
る
。

　
第
一
期
の
委
娯
及
び
幹
事
は
優
蹴
靴
滝
の
諸
筑
誓
趣
嘱
雪
れ
た
。

凄
員
　
今
泉
篤
男
、
ヒ
野
照
夫
へ
京
都
大
貫
｝
、
大
落
昇
（
早
隠
笠
穴
撃
）
、

　
加
藤
戒
之
へ
譲
東
灘
術
穴
學
）
、
金
砂
濠
（
蹴
鞭
大
懸
）
、
河
庫
藪
夫
ハ
窟

　
轟
鳳
藪
綾
維
大
學
）
．
空
穂
国
土
（
憲
窟
詩
論
）
、
佐
牌
隆
欝
（
京
染
布
立

　
典
翁
大
隠
）
、
瞳
藤
濡
｛
緯
憲
羅
穴
雄
）
、
竹
内
敏
蟻
（
凝
望
大
雄
㌦
、
濾

　
村
瀞
（
龍
暦
織
物
雲
箔
鍔
梶
醗
）
、
漁
父
鐵
醗
（
九
尊
大
桑
）
、
谷
団
閲
次

　
（
乱
舞
皮
華
鞍
）
、
張
渥
轡
｛
醐
薄
墨
続
火
學
）
、
緯
永
都
介
ハ
通
塞
宥
子

　
穴
墜
　
、
申
弾
蹴
ス
鴎
窯
湖
馨
魑
轡
淋
鯵
、
中
野
勇
、
捨
崎
宗
軍
ハ
窟
皿

　
穴
學
㎞
、
鐵
牌
異
雄
（
烹
響
大
騨
∵
張
窟
大
學
）
、
繋
矯
潔
（
窟
牝
大
筋
）
、

　
醗
興
鼓
策
（
戴
臨
界
霧
穴
學
）
、
出
際
靖
（
購
寧
大
難
）
、
山
田
簸
（
明
治

　
穴
學
）
、
除
塵
勉
（
京
漁
火
學
）
、
遠
藤
宏
（
晶
晶
議
火
學
）

酔
事
　
今
弾
清
ハ
察
脇
大
町
）
、
金
壷
民
夫
旧
家
犠
大
學
㌧
、
牝
鍔
常
設
酬
寒

　
縞
大
學
・
、
率
櫓
顧
夫
（
餓
寡
大
士
〉
、
針
，
癒
一
郵
（
漁
家
大
學
）
、
山
ホ

　
認
3
5
（
鮮
麗
大
學
）
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美
離
幹
委
鼓
禽
の
議
に
よ
り
霊
の
隅
民
を
墨
縄
に
雛
魅
し
た
。

　
阿
部
次
部
、
上
野
庭
昭
．
植
田
瀟
識
、
穴
西
克
綴
　
　
　
（
蹴
士
管
縦
）

　
｛
尿
畑
櫛
澱
岬
爵
M
で
は
轟
ハ
樽
十
編
ハ
臼
櫨
即
一
隅
委
員
〆
韓
山
駕
腿
朔
莚
、
腕
λ
に
轟
ハ
月
謡
⊥
丁

筑
鑓
寂
都
糠
曾
第
一
湧
濾
轡
を
醗
群
動
肇
・
行
っ
た
。
鴬
臼
ほ
來
都
駕
鑛
戴

維
大
墨
数
授
河
塞
毅
夫
氏
の
門
宗
敏
撫
鶴
に
つ
い
て
転
、
謙
び
に
窟
都
美
徳

穴
墨
歎
綬
腔
湘
隆
錦
筑
の
　
、
醍
醐
襟
の
譲
衛
に
つ
い
て
焦
と
題
す
る
驚
演

が
あ
り
触
翼
に
法
舞
無
・
醍
醐
膿
實
館
の
鍵
髪
結
澱
贈
が
行
重
れ
た
、
當
欝

敵
蒲
莱
紅
も
か
か
は
ら
ず
豪
都
大
門
・
購
西
學
院
大
錐
二
絹
憲
融
大
減
等
、

翻
糊
雀
総
の
身
為
麺
墨
歳
が
愚
．
照
し
ヤ
．
瓢
十
〃
敏
を
越
え
る
盛
韓
を
見
た
。

軟
に
絃
美
墨
薄
駕
二
隅
総
韓
を
瀾
雛
す
る
譜
織
が
叢
め
ら
れ
て
を
り
、
綱

會
・
競
撹
曾
も
濫
吹
期
か
れ
る
顕
覚
で
あ
る
が
、
柔
く
好
都
の
漁
の
轟
協

力
を
頚
っ
て
窪
ま
な
い
。
入
緯
希
望
者
敵
萌
記
部
難
宛
て
そ
の
旨
量
込
ま

れ
た
い
。

　
隅
に
雌
誌
「
美
學
鵜
第
｝
號
輸
び
に
第
鴇
癬
揚
載
論
交
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
鱗
　
一
　
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
稀
　
　
憲
境

蒼
党
の
美
　
一
瀧
代
の
美
の
方
向
ー

セ
ザ
ン
ヌ
の
自
製
衛
㎞
概

切
マ
ン
轍
一
と
繭
q
樂

虞
典
憲
襲
的
晶
搬
離
・
に
於
け
る
島
然
の
斑
脚
念
に
つ
い
て

　
　
　
ー
シ
ラ
ー
の
趣
難
思
事
に
翻
弱
し
て
一

　
　
　
　
　
第
　
暗
…
號

蘇
黙
波
の
美
禦
思
惣

笑
の
カ
タ
ル
シ
ス
？
・

滋ハ

I
戒
瀞
欝
…
の
鰻
｝
嫁
　
ー
カ
ン
｝
晶
搬
蹴
冨
を
ゆ
心
と
し
て
一

r
報

金　塁…墾　コ｛樋’　薮

；ll　nj　i籟　　i
稽竹漁
燈内代

既艮　書
夫雄潔羨

秀敏拳
穂雄鰭£

誕
的
粛
欝
の
戒
立
ー
フ
イ
ー
ド
ラ
γ
に
翻
聯
し
て
…

倫
琿
學
研
究
會
嘱
望

AA制1
今
井

悲清

　
　
丑
拷
二
十
臼
（
‡
）
午
後
【
時

　
　
於
　
東
穴
文
學
蔀
藩
臨
交
芝
露

　
蹴
命
織
穴
無
漏
學
部
教
観
貞
元
一
嵩
氏
が
　
、
ニ
イ
チ
ェ
に
於
け
る
人
騎

の
悶
題
紘
と
題
し
て
研
艦
機
張
、
そ
の
要
賞
は
択
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
　
組
織
的
漁
系
を
馨
し
な
い
ニ
イ
チ
凱
の
患
想
に
食
し
、
入
謁
の
問
題
を

手
懸
り
と
し
て
、
碁
盤
的
に
鱈
學
と
し
て
何
を
廉
苦
し
た
か
を
糖
る
。
後

に
．
於
て
は
人
ハ
縄
と
は
申
兄
嶽
さ
ゐ
べ
き
も
の
燭
あ
サ
、
　
人
濁
は
黙
己
の
難
命

を
か
け
て
貴
零
し
、
手
事
を
饗
験
的
に
作
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
「
私

は
一
欄
め
蓮
命
で
、
あ
る
」
と
は
微
の
自
憾
を
賞
く
不
漁
の
償
念
で
あ
っ
た
。

泓
命
縦
軸
於
て
蓮
命
的
な
露
己
喪
失
は
懸
命
的
な
自
己
隅
錨
に
到
逡
す

る
。
被
に
あ
っ
て
は
永
久
隅
齢
と
拠
命
愛
の
説
は
決
し
て
巌
々
の
息
葱
で

は
な
く
、
W
難
命
の
圏
四
隙
岬
以
躰
り
に
け
撚
浬
命
愛
も
・
氷
久
瀬
岡
繍
岬
も
蝋
識
六
味
で
あ
ら

う
ゲ
晶
イ
チ
ェ
は
ル
ネ
ス
サ
ン
ス
の
人
爵
の
外
延
蜜
腺
澱
と
は
煙
り
、
人

鵜
を
蓮
命
愛
の
欧
揚
に
於
て
掘
翻
し
允
。
死
に
ゆ
く
彊
命
の
愛
に
於
け
る

｛
響
。
門
臨
。
『
蓉
総
。
置
渥
。
一
蓬
β
o
斯
こ
そ
、
拠
は
る
》
自
己
の
永
遠
な
る
悶

賠
部
ち
塞
來
の
永
久
隅
鋪
に
外
な
ら
ぬ
。
窯
機
的
に
叢
命
愛
に
獲
て
曜
蹴
絶

を
超
え
て
滋
己
露
身
と
な
る
繊
己
瞬
　
、
そ
こ
に
人
外
は
人
格
と
し
て
成

蔑
す
る
。
晶
イ
チ
笛
に
野
南
嶺
論
難
鮎
漁
∵
飯
値
は
謝
々
に
悔
繰
の
な
い

六
七



68

・
醤
畢
硲
究
　
籍
篇
署
九
十
眠
號

瑠
で
あ
る
と
愚
ふ
。
　
　
　
，

　
　
六
携
十
七
鷺
（
土
）
午
簸
一
時

　
　
於
　
東
火
交
墨
蔀
蕗
謡
減
糟
窯

　
“
本
畢
人
文
科
學
薪
究
凝
助
教
授
叛
璃
吉
維
飯
が
「
閉
治
維
薪
史
と
階
級

礎
鞭
し
と
継
し
て
研
究
磯
毅
を
潅
れ
、
そ
の
婆
旨
は
諌
の
郵
き
も
の
で
あ

っ
丸
。

　
階
級
闘
償
の
立
揚
か
ら
閉
治
維
薪
を
欝
く
纒
史
槻
に
も
種
々
あ
り
、
そ

の
喫
機
を
農
鶏
、
下
級
弐
漁
、
綿
庫
…
、
マ
ニ
黒
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
プ
ル
ジ
箪

ア
ジ
！
螺
に
認
め
葛
鷹
揚
が
存
す
る
が
、
か
》
る
階
級
史
獅
即
か
ら
し
て
は

轡
輩
は
訟
明
し
つ
・
く
さ
れ
ぬ
。
明
治
維
新
を
謹
く
臨
、
封
蝋
闘
係
は
輕
脱

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
勿
諭
纏
濟
的
嚢
展
を
も
薇
め
ぬ
わ
睦
で
は
な
い
が
、

流
川
的
機
構
の
傭
饗
二
丁
と
い
ふ
気
か
ら
の
敷
策
に
よ
り
聡
濟
紬
…
驚
仙
展
が
一
災
求

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
身
分
制
の
打
破
が
申
心
を
な
し
て
み
る
。
覇
治
維

岬購

ﾌ
瀞
紬
代
韓
…
は
官
欝
臥
の
繊
円
鱒
｛
に
あ
り
、
こ
の
蹴
肖
難
茄
は
灘
穂
門
繭
円
纏
以
瀬
凪
を
鎌
樵
け

と
は
す
る
が
細
凧
濟
的
驚
幽
撮
の
離
…
災
　
将
は
な
い
。
明
治
蜂
㈱
懸
は
階
籔
翻
璽
に

よ
る
鍔
建
麟
の
打
敬
で
は
た
く
、
寧
轟
身
分
醐
の
崩
壌
が
申
心
を
た
し
、

從
っ
て
階
級
謎
糊
か
ら
し
て
は
説
覇
し
つ
く
す
寧
紋
繊
家
な
い
。

（
臆
　
後
）

六
八

爽灘號繭朗

惣
三
二
三
二
の
賃
存
的
諜
題
：
：
：
：

　
1
卑
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
諸
競
作
⑳
蔵
灘
と
搬
灘
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
握
聡
識
の

焦
礎
撫
…
薫
に
つ
い
て
　
（
鎌
）
．
。
．
．
．
．
．
．

就黒
い鞍
て諭
　懸
震の
醜胃
）A雛
　｝瓢

　懸
　に

糖
津
照
襯

閥
野
留
次
郎

山
本
清
幸



，
㈹
炉

人
交
書
寵

窯
敬
的
犠
糠

繋
解
読
雌
の
籍
彗
星

プ
篇
テ
X
ク
ン
チ
イ
ズ
ム
の
木
霞

人
隅
の
轍
簿
課
樹

シ
カ
ぜ
餓
派
の
教
胃
斜
際
的
三
島

灘
蕪
麟
黙
磯
の
舗
鱒
竣

工
驚
歌
鍛
に
於
障
る
蕨
露
今
磁
澱

ポ
イ
ツ
駆
噂
ン
と
ぶ
プ
キ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
寄
囎
離

（
舗
四
學
鋭
大
鷺
識
女
集
｝

ハ
臨
十
糊
年
十
一
∵
月
）

鷺短
ロ聖か

憲鍵大大悪臣盛岡
　り　ヘレロ

母方燃俸武浦　山
　　安　　　　瀬
　　　　照忠　騰

勝潤隷｛；驚議躍轟縄

　
騰
窺
の
鑓
　
；
瀧
載
の
襲
の
方
殉
凋
　
　
繊
　
購
　
撫
　
照

　
竜
ザ
ン
ヌ
の
螺
闘
御
粥
…
　
　
‘
　
　
　
　
　
舞
F
　
購
　
　
　
総
…

　
鷲
マ
ン
戴
と
欝
樂
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
　
纏
　
良
　
旧

離
譲
三
三
難
嫌
鷺
黒
鉱
．
酌
て
続
炎

　
小
幅
灘
観
の
蕪
掘
に
就
て
　
　
　
　
　
煎
　
縫
　
露
　
蹴

　
畿
代
典
灘
の
帰
み
（
一
）
　
1
寵
栄
携
蛭
の
擁
実
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
蓬

旧
館
毒
憲
婆
鵜
縄
艶
攣
鞭
緩
朝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝦
耳
隠
留
叢

　
ガ
ッ
ト
フ
窄
ー
ド
・
ケ
ラ
ー
瞭
凹
一
「
ゼ
ル
ト
ヴ
澄
フ
の

　
　
人
々
漏
鋭
中
心
と
し
℃
一
　
　
　
　
建
　
霧
　
　
舅

　
罰
幾
観
畏
の
蕩
簿
に
お
け
る
嚢
鱗
　
　
　
黛
　
　
　
嬬
　
央

　
滋
溝
鐵
瀞
・
の
寧
騰
に
及
ぼ
し
頭
語
聡
に
つ
い
て
…
鴬
鱒

　
の
摩
調
人
⑳
融
結
畿
な
趣
心
と
し
て
…
　
撫
　
醸
．
況
　
館

　
象
徴
丸
写
鎖
入
“
畿
麟
　
　
　
　
　
　
　
路
井
歌
寒
欝

　
綾
鷺
離
隣
町
齪
鷲
の
寒
繋
に
蟻
る
欝
…
訊
⑳
霞
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
　
轟
　
轟

　
　
　
　
　
　
（
鷺
本
心
目
撃
韓
）

　
鷺
。
”
農
◎
詳
霧
⑰
ピ
一
二
器
鵬
β
o
門
噺
塾
謬

　
夢
憂
淀
旨
。
ゆ
ヨ
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｛
4
・
　
O
｝
禁
二
ぎ

　
趣
隅
の
驚
歌
に
親
銭
轡
る
凝
欝
典
　
　
彰
本
聾
央

　
門
ル
率
』
の
雛
　
戚
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
…
斑
　
蹴
・
　
欝
｛
　
一

　
麟
乙
藻
鰻
瀬
の
閉
刊
と
ゲ
ー
テ
　
　
　
獄
題
懸
駁

葵
墨
（
美
感
曾
）
錦
一
號
（
凱
十
体
年
留
…
爆
）

心
理
攣
醗
甕
簸
…
＋
薫
蒸
雍
（
篤
芭

　
「
形
の
．
腿
欝
』
税
隷
の
蟹
蕪
力
渋
に
凝
け
る
一
ウ
嬢
髄
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
驚
　
磁

　
醗
絶
滅
に
縫
す
る
綴
繍
麟
醸
號
（
鷲
）
　
　
富
　
鐵
　
知

魏

薄垂i

2？1；

論
交
属
次

　
　
槻
野
一
騒
蟄
に
及
ぼ
す
濫
行
蝶
件
の
数
縦
（
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏
　
晦
　
繭

　
　
　
乱
趣
の
猛
か
け
ト
…
の
濃
さ
と
．
蹴
さ
に
就
い
て

　　

@
奈
崇
ぴ
鎌
雰
叢
叢
の
麗
＊
種
優

　　

@
二
期
に
於
け
る
鑓
講
義
薦
い
て
跨
欝
孫
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
融
瓦
つ

噌鄭　央

　　　　　奮

露擁
纏謹ルト警ξ綴
｝攣（蕾「鑓

錨蕪蒸1こ
甥ぎ酷熱契

§磯畿學

鞭蕊
量碑）　醗

今鼠襯二面魯
　e”　””　“／：

壕駐lfi灘軍
　し
　て濾寛jl…

茂　凝砿驚

、
丈
化
沿
諏
北
大
雛
文
墨
韓
）

　
　
　
鐸
漁
巻
蕗
　
號
（
薦
刃
）

　
鶴
田
潔
の
驚
醐
　
　
　
　
　
小
斑
簸
撚
鰯

　
録
「
密
塩
鷹
タ
ン
ト
ラ
に
驚
け
る
ヂ
論
や
ー
ナ
パ
ー
ダ
漉
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
黙
聾
拍
鍛

　
獄
曲
幾
翻
へ
の
一
鋸
輪
　
　
　
　
　

一醜

E
欝
珊

　
鱒
羅
溢
に
於
け
る
秘
己
心
茂
び
欝
の
鵜
離
　
、

霧
よ
り
攣
る
暴
樗
蓼
婆
渦
糧
臓
鴇
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
　
灘
　
藩
鑓
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ま
　
　
ま
　
　
ゴ
　
　
を
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

暫
羅
誌
鹸
鎮
瀞
鞠
堀
艶
號
（
青
二

　
…
デ
カ
ル
ト
特
輯
一

　
「
誰
ギ
ト
ー
し
黒
餓
ξ
縫
幾
膏
想
隷
磯
‘
　
挫
　
　
　
撫
　
唱

　
デ
カ
ル
ト
に
齢
げ
る
無
的
懲
一
が
に
つ
い
て
一
〈
轟
万
．
渓
紡
晒

　
　
競
〉
第
一
轟
粛
櫨
の
解
灘
…
　
　
　
　
漁
’
　
　
壌
　
凱

　
憩
の
露
准
の
郷
警
む
建
窯
に
つ
い
て
　
　
鍍
　
議
　
　
　
揚

　
ヂ
カ
ル
｝
の
門
甲
南
弼
継
丁
重
一
撮
脳
燃
Ψ
史
奄
胃
欝
唱
匪
．
し
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
轡
醗
幅
晶
穂
．

　
物
㌧
ご
抑
○
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍑
鉾
　
鷺
　
　
　
　
　
魑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稽

　
　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
…
　
一

調
γ
ウ
グ
ス
チ
山
妻
と
ヂ
勲
ル
ト
　
　
　
今
　
殺

ヂ
カ
ル
駆
と
ラ
イ
ブ
一
一
ッ
ツ
に
諏
け
る
掌
理
識
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒
　
塞

デ
カ
ル
ト
交
獄

ア
メ
リ
カ
鶯
鎌
灘
ゆ
購
整
　
　
　
　
　
　
菅

嚇
　
難

騰
　
震

憲
離
蘇
鞍
解
職
鯨
羅
餓
爆
）

　
鞭
照
蹴
初
の
藩
報
教
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
的
鍵
裂
に
つ
い

　
　
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寧
　
田
　
死

　
溝
栽
の
蟹
貰
と
欝
窺
　
　
　
　
　
　
　
　
簾
　
頃
　
窺

　
肖
嶽
躍
購
の
滅
立
に
つ
い
て
　
一
摩
幾
讃
期
幻
日
蹴
の

　
　
轟
、
麓
構
鑑
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
田

史
攣
難
誌
　
馨
蕉
や
九
二
第
鴛
號
（
翫
超
）

　
門
瓢
飲
漏
の
鰹
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
暦
　
　
　
搬

　
一
西
口
％
年
備
畿
史
餓
界
（
瞬
職
と
縦
凝
）

継
濁
論
叢
（
窟
縮
穴
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